教育福祉会館運営協議会準備会　部会報告シート
（　部会名：総合相談・就労支援部会　）

	実施回数
	１回（第１回：R2.10.20）

	概要
	・相談支援及び就労支援を含めた包括的な支援体制の構築や，本市における総合相談及び就労支援のイメージ等について共有を行い，協議を行った。
・既存資源を活用しながら，グレーゾーンにも対応できる相談体制の構築を図ることを確認した。
・1階2階に留まらない，館全体として支援体制の構築や社会参加の仕掛けの必要性を課題として共有した。

	主な意見
	（総合相談について）
・既存の相談とのすみ分けはこれから。まずは福祉から徐々に子ども等に広げる。既存資源を活用する。
・福祉に特化しすぎず，グレーゾーンにも対応を。
・どこに行ってもたらい回しにせず，相談に繋がる仕組みを作る。
・1階だけでなく，2階にも相談の入口があるとよい。
・出口をどうするかの検討も必要。
（社会参加について）
・何かを抱えている人が集えるような空間が必要。
・障害等の切り口に拘らず，一般の人が入ってこられるような仕掛け作りが必要。
・2階3階に受入れの眼差しが必要。
（会館全体・各階との連携について）
・入口のある1階と3階の見せ方は重要。一般の人も見られるような仕組みを検討。
・各階で社会とどう関わらせるかという視点が大事。
・会館の特徴として，色々な目があり，色々なアプローチが可能な点がある。入口は色々でよい。

	今後の
方向性
	・レイアウトの設定等の具体的な事務は当事者間で進め，部会では仕掛けや連携，各部屋の用途等を協議する。
[bookmark: _GoBack]・11月以降も月に1～2回程度，具体的な進捗状況の共有や上記課題について協議する。



